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日 本 の | 茶の間 」 と も 言え る 京都 ・ 山 城 は 、 
約 800 年 も の 長き に わた っ て 最高 級 の 茶 を 作り 続け て きま し た 。 


そし て 、 茶 道 な ど 日 本 を 代表 する 喫茶 文化 の 形成 に も 大 き な 影響 を 与え 続け て きま し た 。 間 
ここ で は 、 日 本 遺産 に 認定 され た [日 本 茶 800 年 の 歴史 散歩 」 の 物語 を ご 紹介 し ます 。 
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奥 ノ 山 茶園 
唯一 現存 する 


足利 義満 が 認め た | 宇治 七 名 園 」 

15 世 紀 、 宇 治 茶 は 足利 将軍 家 の 評価 を 勝ち 取り 、| 将軍 が 珍重 され て いる 
茶 ] と され 、 日 本 一 の 茶 と な り ま し た 。「 奥 ノ 山 茶園 」 は 、 室 町 幕府 3 代 将 軍 ・ 足 
利 義満 や 8 代 将 軍 ・ 足 利 義政 が 認め た 特別 の 茶園 [宇治 七 名 園 ] の 中 で 、 
唯一 現存 し て いる 茶園 で す 。 


所 在 地 : 京都 府 宇治 市 


電話 番号 : 0774-22-3141 (宇治 市 商工 観光 課 ) 


2 
SI っ ly 


人 詩 話 

月 旧 凍 思 由 記 
国 重要 文化 的 景 府 指定 名 勝 市 指定 有形 文化 財 
府 文化 財 環境 保全 地区 


Ei と まる クル Mk て 3 さま 


宗 か ら 帰 国 し た 道 元 が 1233 年 に 京都 市 伏見 区 深草 に 曹 洞 守 の 最初 の 
寺院 と し て 創建 。 そ の 後 廃絶 し 、1649 年 に 宇治 七 名 園 の 一 つと し て 知ら 
れ た 「 朝 日 茶園 」 の 地 に 再興 され まし た 。 参 道 の 琴 坂 は 紅葉 の 名 所 。 毎 年 
10 月 の 宇治 茶 ま つり で は 、「 茶 南口 切 の 儀 ] や 境内 の 茶 先 塚 前 で は 「 茶 
先 塚 供養 の 儀 ] が 行わ れ て いま す 。 


所 在 地 : 京都 府 宇治 市 宇治 山田 27-1 


電話 番号 : 0774-21-2040 
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の 木 を 与え られ た 宇治 の 里 人 は 、 そ れ を どの よう な 間隔 で 植え た 
らい い の か 悩ん で いま し た 。 す る と 、 明 恵 上 人 が 馬 に 乗っ た まま 
畑 に 乗り 入れ 、 そ の 踏 の 跡 に 茶 の 木 を 植え る よう に 教え た 伝説 
が 記さ れ て いま す 。 山 の 尾上 の 茶 の 木 分 け 植え て あと ぞ 生 
の ロコ の 


所 在 地 : 京都 府 宇治 市 五 ケ 庄 三 番 割 34 (萬福 寺 ) 
電話 番号 : 0774-32-3900 
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義 下 栽培 の 茶園 が 広がる 
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の 攻 を 使っ た 本 倫 栽 培 ( ほ ん ず さ い ば い ) や 寒冷 紗 ( か ん れい 
し ゃ ) 栽培 に よる 覆 下 茶 園 群 が 広 が り 、 同 時 に 玉露 (ぎょ くろ ) も 
BL ES 


京都 府 宇治 市 白川 


: 0774-22-3141 (宇治 市 歴史 まち づく り 推 進 課 ) 
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展 日 errzzrrs 
お 茶 を 楽し むために つく られ た 名 陶 


室町 時 代 の 七 名 園 の 一 つ 「 朝 日 茶園 」 の 地 で 、 約 400 年 前 、 小 堀 遠 州 より 指導 を 受け 「 朝 日 
の 印 を 与え られ た 名 陶 。 約 20 も の 工程 を 経て つく り だ され る 急須 に は 、「 お いし く お 茶 を 楽し ん 
で も らい た い 」 と の 思い か ら お 茶 の 味 を 最大 限 に 引き 出す た め の 工 夫 が 詰まっ て いま す 。 併 設 
の 陶芸 教室 で は お 茶 の 器 づく り も 体験 で きま す 。 


所 在 地 : 京都 府 宇治 市 宇治 山田 11 番 地 


電話 番号 : 0774-23-251 1 





朝日 焼 の 新しい 未来 も 見 つめ て 


| 鹿 背 (かせ) 」 と いう 鹿 の 背 の よう な 斑点 模様 は 、100 年 以上 前 の 宇治 の 土 で 焼く こと 









ms で 生ま れ ま す 。 伝 統 を 守り な が ら 、 現 代 に 合っ た 新しい 茶器 を 生み 出し た いと 思い ます 。 
前 紀 ぜひ 手 に 取っ て ご 覧 くだ さい 。 
松林 佑 典 さだ OS 
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罰 十 衝 販 | 信 師 、 集 間 屋 の 
国 重要 文化 的 景観 個性 的 な 屋敷 が 並ぶ 
重文 (宇治 橋 断 碑 ) 宇治 橋 通 り に は 、 戦 国 時 代 か ら 茶 師 
屋敷 が 建ち 並び 、 現 在 も 多く の 茶 問 
2 : 間 記 二 の の は 中 9 馬 i 才 包ま の) に アミ 3 ぎみ ム 間 EUT ル ルド 
奈良 時 代 以 前 か ら 水陸 交通 の 要衝 で あり 、 数 々 の 歴史 の 舞台 と な っ た 宇治 。 そ の 中 心 UI 
志 ー カロ 2 に 8 ら 3 IAN 二 計 ーー 呈 5 5 
部 に 、646 年 に 架橋 され た 宇治 橋 は 瀬田 の 唐橋 や 山崎 橋 と 並ぶ [日 本 三 古橋 ] の 
つ で 、 古 今 和歌 集 や 源氏 物語 に も 登場 し 、 能 の 橋 姫 伝説 で も 有名 で す 。 


所 在 地 : 宇治 市 中 心 部 
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宇治 橋 の た も と に 位置 する 日 本 最 古 の 茶屋 


平安 時 代 未 期 1160 年 創業 の 日 本 最 古 の 茶屋 で 狂言 に も 登場 し ます 。 現 店 舗 は 1672 
年 築 で 、 江 戸 時 代 初 期 の 町 屋 の 様式 を 残し 、| 都 名 所 図 会 ] に も 描か れ て いま す 。 店 内 
に は 数 百年 を 経た 茶 喜 が な ら び 、 一 休 禅 師 に よる 初代 通園 の 木 像 が 祀 られ 、 現 在 も 24 
代 当 主 の お 茶 を 味わう こと が で きま す 。 





所 在 地 : 京都 府 宇治 市 宇治 東 内 1 番地 ま 屋 形 有 地 
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か ら も 訪れ て いた だ いて いま す 。 
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欠か せな い 生 炉 跡 が 今 も 残る 

隠元 禅師 が 伝え た 「 浴 茶 (えん ちゃ ) 法 」 に 着想 を 得 た 永谷 宗 円 

は 、1738 年 、 宇 治田 原町 湯屋 谷 で 新芽 の 茶葉 を 蒸し 、 千 炉 ( ほ 

いろ ) の 上 で 手 で 揉み 、 乾 燥 させ る と いう 日 本 固有 の 宇治 製 決 
青 製茶 製法 」 を 編み 出し 、 色 ・ 香 り ・ 味 と も に 優れ た 「 煎 茶 ] を 

















当時 の まま 残さ れ て いま す 。 近 くに 「 茶 宗 明神 社 」 が 鎮座 。 











所 在 地 : 京都 府 綴喜 郡 宇 治田 原町 字 湯 屋 谷 
電話 番号 : 0774-88-6638 (宇治 田原 町 産業 振興 課 ) 


ゆ や だ に - 
ジッ クジ こと ベッ ( 還 ジ と ン 本 
時 放 2EB 記 | の 22 間 ee 


煎茶 を 生産 する 茶 農 家 と 問屋 に よる 集落 が 形成 。 
江戸 時 代 中 期 に 、 江 戸 で 大 流行 し た 煎茶 。 起 要 の 増加 に 伴い 、 お 茶 に まつ わる 産業 が 
発達 し まし た 。 湯 屋 谷 は 谷 深い 地 で あり な が ら 、 石 垣 の 上 に そそ り 立 つよ うに 茶 農家 や 
問屋 が 軒 を 連ね る 特異 な 集落 が 形成 され 、 今 も 当時 の 成 況 ぶり を 伝え る 木造 8 階 建 て 
の 製茶 場 が 残っ て いま す 。 


所 在 地 : 京都 府 綴 喜 郡 宇治 田原 町 字 湯 屋 谷 





誕生 させ まし た 。 日 本 了 煎茶 の 祖 で ある 宗 円 の 生 家 に は 交 炉 跡 が 
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伝説 が 残っ て いま す 

宇治 の 里 人 が お 茶 の 木 の 植え 方 が 分 か ら ず 困っ て いる と ころ に 、 

明 恵 上 人 が 馬 に 乗っ た まま 畑 に 入り 、 そ の 踏 の 跡 に お 茶 の 木 を 


植え る よう に 教え た と 伝え られ て いま す 。 そ の 記念 碑 が 、 総 門 付近 
に あり ます よ 。 


導い 
こ 目 仙人 
2 秀 / ョ 


伝統 的 民家 と 茶 工場 の 景観 を 今 に 残す 
湯船 で は 主 に 林業 、 稲 作 、 茶 業 の 3 つの 生業 が 営ま れ て いま し た 。 伝 統 的 な 農家 
住宅 や 茶 工 場 の 建物 が 残っ て お り 、 当 時 の 茶 生産 集落 の 景観 が 見 られ ます 。 


所 在 地 : 京都 府 相楽 郡 和束 町 湯船 
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重文 (大 雄 宝殿 な ど ) 府 史跡 (境内 ) 


中 国 ・ 明 時 代 の 様式 が 圧巻 
黄 業 球 の 本 山 で 、| 滝 茶 法 ]」 を 明か ら 伝 えた 禅僧 隠 
元 禅師 が 開山 。 建 物 や 仏像 の 様式 、 儀 式 作 法 か ら 
精進 料理 に 至る まで 中 国 風 で 、 日 本 の 一 般 的 な 仏 
教 寺院 と は 異な っ た 景観 を 有 し ます 。 三 門前 に 出れ 
ば 江戸 時 代 後 期 の 俳人 ・ 田 上 菊 舎 (た が みき く 
し ゃ ) の 「 山 門 を 出 ず れ ば 日 本 ぞ 茶 摘み 唄 ] の 句碑 
が あり ます 。 
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金 胎 寺 は 南山 城 地方 の 最高 峰 、 驚 峰山 (標高 682m) に あり ます 。 
EDIT 生き の 「 北 大 
峰 ] と も 呼ば れ 、 山 岳 宗 教 の 聖地 と し て 栄え まし た 。7 世紀末 頃 、 役 行 
者 が 寺 を 開き 、 聖 武 天皇 が 平城 京 の 鬼門 を 護る た め に 堂 を 建て 勅 
願 寺 と し た と 伝え られ て いま す 。 の 集落 [原山 ] に は 山 な り の 茶園 
が 広がり ます 。 





所 在 地 : 京都 府 相楽 郡 和 東町 原山 秒 峰 山 


金 胎 寺 住 職 仲田 順 和 さん 


に に で ぐ 、 に ー 
お 茶 へ の 想い を つ な く 。 お 余 供 槍 まつ り 
お 茶 の 郷 で ある 和束 の 地 で 、 人 々 が 大 事 に し て きた お 茶 へ の 感謝 の 想い を こめ て 、 


毎年 9 月 に お 茶 供 養 ま つり を 行っ て お り ま す 。 郷 の 人 々 に 育ま れ た お 寺 と し て 共に 寄 
り 添 い 歩 ん で 参り た いと 思い まず 』 











( 府 文化 的 景観 


原山 の 茶畑 


和 東 の 中 で も っ と も 早く 

oO MR22280 

原山 は 背後 に 標高 682m の 荻 峰 山 (じゅ うぶ ざん ) が 控え る 集 
2 こ 、 こ の 地 に 初め て 茶 の 種 子 を も た らし た 海 
住 山 寺 の 中 興 二 世 の 慈 心 上 人 に より 、 和 束 の 中 で も も っ と も 
早く か ら 茶 栽培 が 始ま っ た と 言わ れ て いま す 。 周 辺 に は 山 な り の 
開 器 地 も 広がり 、 集 落 内 に は 茶 工場 も 見 られ ます 。 


所 在 地 : 京都 府 相楽 才 和 東町 大 字 原 山 あー キー ニー 








と 0 ジ 信二 放 証 店 景 観光 疾 ( ハ 由 市 寺 
21 あの 


木津 川 を 挟ん だ 両 央 に 広がる 企 茶 栽培 の 浜 茶 景 観 
「 大 茶 」 栽培 に は 砂地 が 向い て いる こと か ら 、 木 津川 で は 川 を 挟ん で 両 岸 に 茶畑 が 広がり まし 
た 。 時 代 劇 の ロケ 地 と し て 有名 な 「 流 れ 橋 (上 津屋 橋 )」 が ある 地域 は 、 左 岸 で ある 八幡 市 側 と 
右岸 の 城陽 市 側が と も に 「 上 津屋 」 と 呼ば れ ま す が 、 昔 は 上 津屋 村 と し て 一 つの 共同 体 を 形 
成 し 、 一 体 と な っ て 茶 栽 培 に 取り 組ん で 来 ま し た 。 両 岸 は 、 今 も 「 流 れ 橋 ] で つなが り 、 密 接 な 関 
係 が 続い て いま す 。 


所 在 地 : 京都 府 八幡 市 上 津屋 宮前 川端 





い の お か 


午 誠 回 【 の と 9 人 ee 


義 下 栽培 に よる 玉露 生産 の 
特徴 的 な 景観 が 広がる 


木津 川 に 隣接 する 京田 辺 市 の 小高 い 円 雛 台 状 の 丘陵 地 
[飯岡] に は 周囲 に 水田 ( 覆 下 の 稲 墓 ) 、 裾 野 に 覆 下 茶園 ・ 
竹林 ( 覆 下 の 組立 材 ) 、 上 部 に 茶 農 家 と 垂直 に 配置 され 、 
玉露 生産 の 特徴 的 な 景観 が 見 られ ます 。 


所 在 地 : 京都 府 京田 辺 市 飯岡 











京田 辺 茶 業 青年 団 
3 た 
人 0 い の 豆 び が 


ここ の 土地 は 玉 霞 の 生産 に と て も 適し て いま す が 、 


最高 級 の お 茶 を 生産 する こと に 、 毎 年 心血 を 注い で 
いま す 。 い い 玉 露 を 飲む と 、 そ の 上 品 さ 、 旨 み 、 そ し て 
新しい 味 の 発 見 が あり ます よ 。 
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写真 提供 / 海 住 山寺 


さん 9 0 2 | 
[国宝 ( 重 拉 ) 


南山 城 に 茶 を 伝え た 慈 心 上 人 ゆか り の 古 首 

現在 の 南山 城 で も っ と も 多く の 茶 を 生産 する 和束 町 は 、 鎌 倉 時 代 に 海 住 山 寺 に いた 高 
僧 ・ 慈 心 上 人 が 明 恵 上 人 か ら 茶 の 種子 を 受け 取り 、 鷲 峰山 の 林 の 「 原 山 」 に 栽培 し た の が 
始ま り と 言わ れ て いま す 。 こ の 寺 の 五重塔 は 国宝 で 、 他 に も 文殊 常 や 十 一 面 観音 立像 な ど 
重要 文化 財 も 多数 有 し て いる 古 球 で す 。 


所 在 地 : 京都 府 木津 川 市 加茂 町 
電話 番号 : 0774-76-2256 
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石 寺 ・ 自 栖 ・ 撰 原 はぐ キ PP 
@ で 
の だ か ら 良 くく 育つ 

RSS 証 な 

生生 eo ーー し 水はけ の 良い 土地 を 好む お 茶 は 傾 

と ゆあ ウジ 斜 の 畑 で すく すく 育ち ます 。 和 東 の 
お 茶 を 飲ま れ た 方 か ら は 「 ま ろ や か 

府 景 所 供 産 風 府 文 化 所 Ko イル ル スゴ RT 還っ 
た だ け ま す が 、 こ の 味わい は 自然 が 

突然 目 の 前 に 広がる 素晴らし い 山 な り 人 園 育ん で くれ る の で す 。 


和 東 川 を 挟ん で 位置 する 石 寺 と 撰 原 の 茶 畑 は 、 谷 底 を 通る 主要 道路 か ら は 
見 えま せん が 、 集 落 を 上 が っ て いく と 想像 も で き な い よう な 素晴らし い 山 な り 茶 
園 の 景観 が 広がり ます 。 金 塚 で は 集落 育 後 の 急 傾斜 の 山頂 まで 茶畑 が 続く 
独特 の 景観 を 見 る こと が で きま す 。 山 裾 の 茶 農家 な ど が 密集 する 集落 の 中 に 
ら 箇 時 どう 7 こと GPS は っ: の 


所 在 地 : 京都 府 相楽 郡 和束 町 


1 っ 計 時 
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今 山 の 茶 畑 


ら や 葵 共 様 到 町 
本 語 } 人 
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0 本 有 KO 余 ど に 1 
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二 誠 な の ん テ 計 NS 2 
証人 っ 中 し 8 5 < 
の も た 産科 ョ | れん た た 5 
南山 城 地域 は 木津 川 水運 を 育 景 に 、 幕 末 か ら 煎 茶 の 輸出 が 盛 に 穫 : (本 < 二 導い 二 ン 本 
ん に な り 、 こ れ を 契機 と し て 茶畑 が 広がり まし た 。 童 仙 房 は 標高 MS 2 DP 5 の 生 2 本 
500m の 山間 の 平坦 地 に 明治 初期 に 開 到 され た 集落 で 、 水 田 e 二 二 上 レン 電 コ 
と 山 な り 茶 園 が 対 を な す 素朴 な 景観 が 残っ て いま す 。 ま た 、 田 山 人 家 ( 二 二 に 1 時 陸 に 2 寺 
と 高 尾 で は 珍し い 縦 英 の 茶畑 が 斜面 に 広がる 特徴 的 な 景観 を 憶 作っ 8 0 3 
残し 、 昭 和 44 年 の 高山 ダム 親 設 に 伴い 造成 され た 今 山 で は 他 生計 内 拉 間 り 提 還 に 
の 地区 で は 見 られ な い 平坦 な 志 地 茶園 が 広がっ て いま す 。 2 吉 ( 電 2 語調 
人 生生 野生 ) 還 還 :/ 二 a 
所 在 地 : 京都 府 相楽 郡 南 山城 村 け た 山 代 ^ に 
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思 く eagr 








前 川 赴 の 桜 普 木 


前 川 堤 の ある 京都 府 久世 郡 久御山 町 東 一 口 ( ひ が し いも あら い ) は 、 昔 あっ 

た 巨 棟 池 (お ぐら いけ ) の 南西 に 位置 する 漁業 集落 で し た 。 巨 棟 池 十 拓 後 、 そ 

の 排水 埋 線 に ある 前 川 堤 に は 300 本 余り の ソメイヨシノ が 植樹 され 、 今 、 そ の フラ 
桜 並 木 は 満開 時 に は 見 事 な 花 が 咲き 、 そ の 景観 は | 京都 の 自然 200 選 ] に も 
選ば れ て いま す 。 


所 在 地 : 久御山 町 東 一 
電話 番号 : 075-631-9964( 久 御山 町 役場 産業 5 





巨 棟 池 の 漁 師 の 代表 と し て 、 御 牧 卿 13 カ 村 を まとめ た 江戸 時 代 の 大 庄屋 の 
屋敷 。 東 西 40m、 南 北 30m の 敷地 に 、 水 害 か ら 守 る た め 石 垣 の 上 に 繁 か れ 
て いま す 。 長 屋 門 は 武家 屋敷 の よう な 重厚 な 構え を みせ 、 主 屋 は 入母屋 造 
で 、 網 代 や 鯉 の 欄 間 、 京 狩野 鶴 沢 派 3 代 鶴 沢 採 索 の 落款 の ある 雲竜 が 描か 
れ た 宰 絵 な ど 、 意 匠 を 凝ら し た 座敷 が 残さ れ て いま す 。 


所 在 地 : 京都 府 久世 郡 久御山 町 東 一 品 
電話 番号 : 075-631-9980 (久御山 町 教育 委員 会 ) 





王 川 の 入 と 山吹 


日 本 六 玉 川 の 一 つ に 数 えら れる 井手 町 の 玉川 は 、 韓 防 両 岸 に 約 500 本 の 
桜 が 開花 し 、 京 都 府 内 6 位 の 人 気 の 高 い お 花 見 スポ ッ ト で す 。 ま た 、 山 吹 の 名 
所 と し て も 有名 で 、 橘 諸兄 が 玉川 堤 に 植え た と いわ れ 、 天 平 以 来 、 古 歌 に 試 
われ て きま し た 。 毎 年 、 桜 の 後に は 堤 一 帯 に 約 5000 本 の 山吹 が 一 斉 に 咲き 手 


誇り ます 。「 平成 の 名 水 百 選 」 に も 選ば れ て いま す 。 


所 在 地 : 京都 府 綴喜 郡 井手 町 
電話 番号 : 0774-82-6168 (井手 町 産業 環境 課 ) 





むか し 雨 包 い の 儀式 で 山 焼 き を 行っ た と き に 灯 格 が 無数 に 連なっ た こと か 
ら 、 大 峰 は [万 灯 呂 山 ] と も 呼ば れ て いま す 。 そ の 山頂 (標高 300m) に ある 
展望 台 で は 、 眼 下 に 京都 市 中 心 部 か ら 奈 良 方 面 ま で 木津 川 を 見 下ろ す 大 
パノラマ が 楽し め 、 夜 景 も 美しく 、 京 都 府 民 や 奈良 県 民 の 穴場 スポ ッ ト と 
89ICUU ま 0 


所 在 地 : 京都 府 綴 喜 郡 井手 町 大 字 多賀 小字 大 峰 


電話 番号 : 0774-82-6168 (井手 町 産業 環境 課 ) 








ぬ の め 


UN 


置 山地 を 流れ る 布目 川 が 木津 川 と 合流 する 付近 で は 、 川 の 浸食 に よっ て 
34 
流 が 生じ 、 そ の 中 に 落ち 込ん だ 小石 が 回 転 し な が ら 岩 を 深く 削っ て で きま す 
が 、 こ の 辺り の 河床 は 非常 に 堅い 花山 岩 で 、 臣 穴 が で きる まで 数 十 万 年 か ら 
数 百 万 年 か か る も の と 推定 され て いま す 。 


所 在 地 





_- ソ . 旨 . 

木津 川 の 南岸 に そびえ る 笠置 山 (標高 288m) は 、 古 く か ら の 修験 道場 、 信 仰 の 
山 と し て 知ら れ 、 ま た 、「 太平 記 ] に 描か れる 後 醍醐 天皇 の 元弘 の 乱 で も 有名 で 、 
戦火 を 浴び な が ら も 残っ た 多く の 史跡 に 遠い 昔 を 介 ぶ こと が で きま す 。1300 年 
の 歴史 を も つつ 笠置 寺 の ある ] 頂 上 付近 に は 奇 石 ・ 怪 石 が 多く 、 ひ と きわ 奇 観 を 呈し 


て いま す 。 昭 和 7 年 に 国 の 史跡 名 勝 の 指定 を 受け 、 昭 和 39 年 に は 府立 目 然 公 
園 と な り 、| 日 本 さく ら 名 所 100 選 」「 京都 の 自然 200 選 ] に も 選ば れ て いま す 。 


所 在 地 : 京都 府 相楽 郡 笠置 町 
電話 番号 : 0743-95-2301 (笠置 町 企画 観光 課 ) 
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電話 番号 : 0743-95-2301 (笠置 町 企画 観光 課 ) 


木津 川 の 支流 、 山 田川 北方 の 丘陵 地 に 位置 し 、 地元 の 人 々 か ら は [山田 の 
宮 さ ん 」 と 親しま れ て いま す 。 古 く は 植樹 神社 と 称 さ れ 、 シ イ や カン が 茂る 参道 
は 、「 京 都 の 自然 200 選 」 に も 選ば れ ま し た 。 境 内 に は 重要 文化 財 の 十 三重 
塔 が あり ます 。 鎌 倉 時 代 か ら 能 の 奉納 が 始ま っ た と 伝え られ 、 氏 子 も 古く か ら 
| 釣 講 を つく っ て 能 を 苑 っ て いた な ど 菊 と 深い か か わり を 持ち ます 。2 年 に 1 
度 、11 月 の 新 営 祭 で 奉納 され る 菊 苑 は 無料 で 見 学 す る こと が で きま す 。 








・ 京都 府 相楽 郡 精華 町 大 字 山 田 小字 医王寺 3 
且 : 0774-72-1853 








けい は ん な 学研 都市 の 理念 で ある "自然 と の 調和 "を テー マ に 1995 年 に 開 

園 し た 里山 の 自然 が 美しい 公園 。 南 山城 地域 の 風土 や 景観 を と り 入 れ た 広 

大 な | 芝生 広場 ] は 日 本 の 原 風景 が 体感 で きま す 。 京 都 な ら で は の 伝統 的 な 

造園 技術 を 駆使 し た 日 本 庭園 水景 園 ] で は 、 モ ミ ジ な どの 紅葉 が 楽し め 、 四 
季 を 通じ た 見 どこ ろ が た っ ぷり で す 。 


四 在 地 : 京都 府 相楽 郡 精 華 町 精華 台 
話 番 号 : 0774-93-1200( け い は ん な 記念 公園 管理 事務 所 ) 
入園 科 ( 氷 景 ) : 一 般 200 円 、 小 中 学生 100 円 





さき 継が れる 冶 茶 の 伝統 と 祭 ! 
80 年 以上 も 続く 手 治 茶 の 年 中 行事 


茶 ど ころ 学 治 な ら で は の 年 中 行事 | 宇治 茶 ま つり 」 は 、 昭 和 7 年 より 毎年 10 月 第 1 日 曜日 の 朝 か ら 終 日 、 宇 治 川 畔 
一 常 で 開催 され ます 。 こ の まつ り は 、 初 め て お 人 茶 を 中 国 よ り 日 本 に 伝え た 栄西 禅師 と 宇治 に 茶園 を 開い た 明 恵 上 
人 、 人 茶道 の 始祖 千 利 休 の 三 皿 人 へ の 報恩 感謝 と 人 茶 業 功労 者 の 道 績 を 追 す る と と も に 、 学 治 茶 の 隆盛 を 祈願 
する た め の ゆ か し い 行 事 で す 。 


産土 神 、 欧 道 稚 郎 子 命 を 礼 る 


異母 兄 の 仁徳 天皇 に 皇位 を 譲る た め 自 害し た と いわ れる 久道 稚 郎 子 命 ( う つじ の わき いら 
つこ の みこ と ) が 主 祭 神 。| 宇治 茶 ま つり 」 で は 、 宇 治 神社 の 宮司 が 、 宇 治 橋 三 の 間 で 
[名 水流 み 上 げ の 儀 ] を 奉仕 し ます 。 境 内 に は 江戸 時 代 中 期 の 女流 俳人 ・ 秋 色 (し ゅ うし 
き ) の 「 献 上 の 茶 を 摘む 老 の 力 か な 」 の 句碑 が あり ます 。 


所 在 地 : 京都 府 宇治 市 宇治 山田 1 
電話 番号 : 0774-21-3041 





地 名 の 由来 と も 言わ れる 、 お 茶 の 礎 史 を つなぐ 種 往 
多々 [宇治] は 、 六 祭神 の 名 が 由来 で す 。 当 社 で 毎年 10 月 1H に 行わ れる 茶 祭 で は 、 境 内 に 
ある 宇治 七 名 水 の 柚 原水 で 取 茶 を 汐 れ る 神事 を 行い ます 。 証 か ら 続く 祭り と 自然 豊か な 宇治 
夫 の 卿 を 楽し ん で いた だ きた いで す 。 


、 宇 治 神社 宮司 人 花房 義久 きん 





世界 文化 遺産 | 証 都 京 都 の 文化 財 . 


宇治 川 の 東岸 の 大 吉山 (もしくは 仏 徳 山 ) の 山裾 に は 、 神 社 建築 と し て は 日 本 最 古 
(平安 時 代 後 期 ) の 本 殿 ( 国 宝 ) を 有する 宇治 上 神社 が 鎮座 し て いま す 。 世 界 文化 遺 
ーーーーーーーーーーーーーーーーーーー 産 | 古都 京都 の 文化 財 ] に も 登録 され 、 古 く は 隣接 する 「 宇 治 神社 ] と 二 社 一 体 の 存 
在 で し た 。 境 内 に は 「 桐 原水 < きり は ら す い >」 と 称 さ れる 湧き 水 が あ り 、 唯 一 現存 する 
[宇治 七 名 水 ] で す 。 


きり は ら す い 


| 桐原 水 」 (宇治 七 名 水 ) 


宇治 茶 の 象 徴 と し て 室町 時 代 に 「 宇 治 七 名 園 ]」 が 作ら れ 
まし た が 、 お 茶 に 不可 欠 な 水 も 「 宇 治 七 名 水 」 と し て 、 桐 原 
水 (きり は ら す い )・ 公 文 水 ( く も ん すい )・ 法 華 水 (ほっ け す 
い )・ 阿 弥 陀 水 (あみ だ すい )・ 百 夜 月 井 (も も よ づ きい )・ 
泉 殿 ( い ずみ どの ) ・ 高 浄水 (こう じょう すい ) が 定め られ まし 
た 。 現 在 、 他 の 六 名 水 は 失 われ まし た が 、 桐 原水 だ けが 今 
な お 枯れ る こと な く 浦 き 出 し て いま す 。 















所 在 地 : 京都 府 宇治 市 宇治 山田 59 
電話 番号 :0774-21-4634 





2 ら 


26 


日 本 茶 っ て 
の 祭 放 すす ごう 


お 茶 は 、 大 きく 緑茶 、 己 龍 茶 、 紅 茶 の 3 種類 に 分 か れ ま す が 、 緑 茶 で ある 日 本 茶 は 独 
自 の 進化 を 遂げ ます 。 摘 み と っ た 直後 か ら 自 然 発 酵 さ せる 伺 龍 茶 、 紅 茶 に 対し 、 緑 
茶 は 発酵 きせ ませ ん 。 ま た 、 中 国 茶 が 茶葉 を 炒 る の に 対し て 、 日 本 茶 は 蒸気 で 蒸し ま 
す 。 こ うし て 、 独 特 の うま み 、 渋 み 、 さ きわ や か な 香り が バラ ンス よく 味わえ る の で す 。 


2 


ん らち 


胡 余 / 抹 余 玉串 和 余 


フェ ーー 





覆 下 茶園 で 直射 日 光 を 避け て 育 
て た 新芽 を 蒸 気 で 蒸し た 後に 、 採 
まず に 乾燥 させ ます 。 

香り が 豊か で まっ た り し た うま み が その 新芽 を 蒸し 、 揉 みな が ら 乾 燥 
あり ます 。 在 茶 を 挽い て 粉末 に し させ た も の が 最高 級 茶 葉 の 玉露 
た も の が 抹茶 で す 。 は 。 


覆 下 茶園 で 、 新 芽 に 20 日 間 以 
上 覆い を し て 、 濃 い 緑 色 の 柔らか 
い 芽 を 育て ます 。 


宅 い を し な い 露 天 の 茶 園 の 新芽 
を 蒸し 、 揉 みな が ら 乾燥 させ て つく 
る お 茶 で す 。 

さわ や か な 香り と 上 品 な 渋み を 
も っ た お 茶 で 、 日 本 人 に も っ と も 
多く 飲ま れ て いる お 茶 で す 。 


水分 
2.82% カフ ェ イ ン 
2.376 


ぎっ し り 栄 凌 公 が 。 
詰まっ て いる 
日 本 父 の 効能 13.0% 


お 人 茶 は 昔 か ら | 薬 」 と し て 重宝 され て きま し た 。 








あ る | 
し 7 人 ん 


タン パク 質 
4 
心身 の 療 れ を 癒 や し 、 身 体 の 奥底 か ら 元 気 に し て くれ る レア 見 4 


栄 杖 素 が ぎっ し り と 詰まっ て いる か ら で す 。 


お 茶 に 含ま れる 栄養 x 素 


の タン バク 質 ・ ア ミノ 酸 
うま み 成 分 。 中 で も テア ニン は 成長 を 促進 する 
脳神経 の 働き を 活発 化 さ せる "に 
ーー カテ キン (タン ニン ) 

@ ビタミン A (8- カ ロ チ ン ) 渋み 成分 。 殺 菌 や 整 腸 作 用 が あり 、 食 中 毒 の 予防 、 ガ ン や 
肌 に うる お い を 与え 、 生活 習慣 病 の 予防 に 効果 が ある 

倫 力 フェ イン 
気分 を リフ レッ シュ させ 、 利 尿 効果 が ある 

信 フ ッ 素 
虫歯 を 予防 する 

の フラ ボノ イド ・ ミ ネ ラ ル (カリ ウム ・ カ ル シ ウ ム な ど ) 
フラ ボノ イド は 口臭 の 予防 、 ミ ネ ラ ル は 
新陳代謝 を 活発 に する 


⑯ ビ タ ミ ン B2 


呼吸 ・ 消 化 器 官 を 丈夫 に する 


ビタ ミン C 

疲れ を と り 、 風 邪 を 予防 する 
⑯ ピ ビタミン E 

老化 を 防ぐ 
ビタ ミン B1 

精 分 を エネ ルギー に 変え る 








名 水流 み 上 げ の 儀 
【 近 治 橋 三 の 間 】 
豊臣 秀吉 が 宇治 川 の 水 を 
波 ん で 茶会 を 開い た と いう 
故事 に 條 っ て 、 宇 治 橋 「 三 
の 間 ] か ら シ ュ ロ 縄 に つる し 
た 釣 瓶 (つる べ ) で 宇治 川 
の 清水 を 流 み 上 げ 、 竹 筒 に 
移し 、 当 時 を 思わ せる よう な 
衣装 に 身 を つつ ん だ 行列 に 
より 、 献 茶 の 行 われ る 右岸 
の 興 聖 寺 に 大 切 に 運ば れ 
未 旨 m 





らら os つば 生 《 ら m さ ョ の ぎ 
茶 電 口 切 の 儀 
【 興 聖 寺 本 堂 】 

八 十 八 夜 頃 に 摘 ま れ た 新 
茶 を 入れ て 封 を し て 、 仏 前 
に 供え られ て いた 茶 吉 の 口 
を 切り 、 石 臼 で 抹茶 に 仕上 
げ 、「 名 水流 み 上 げ の 儀 」 で 
流 み 上 げ ら れ た 宇治 川 の 
清水 を 使っ た お 湯 で お 茶 を 
点 て 、 茶 祖 に 献 茶 し ます 。 





ed ぎ 
茶 先 塚 供養 の 位 
【 興 聖 寺 山門 前 】 
| 茶 協 口 切 ( ち ゃ つぼ くち 
き ) り の 儀 」 の 後 、 興 聖 寺山 
門前 の 茶 先 塚 で 、 使 い 古 し 
た 茶 先 の 供 三 法要 が 営ま 
れ 、「| 宇治 茶 ま つり 」 は 終了 
し ます 。 





災 が れる 


と と | 


(保護 団体 : 京 都 府 宇治 茶 製 法 手 も み 技術 
保存 会 連絡 会 議 ) ※ 府 指定 無形 民俗 文化 財 





シベ 徐 し 


摘み 取っ た 新芽 を せい ろ に 広げ 充分 な 蒸気 で 均等 に 薩 す 。 そ し て 、 惹 
し 上 が っ た 葉 を うち わ で あお ぎ 、 冷 や し な が ら 蒸 し 露 を 取り 除く 。 


集 リ [25 分 ] 


蒸し た 茶葉 約 3kg を 1 嬉 炉 ( ほ いろ ) 量 と し 、 
葉 を 助 炭 面 ( じ ょ た ん めん ) に すり つけ な いよ 
うに か き 上 げ 、30cm 一 40cm の 高 さか ら 振 り 落 
と し て いく 。 葉 が 重 な ら な いよ うに 手早く 行う 。 





は じ め は 助 炭 全面 を 使っ て 軽く 転 が 


可 z 燥 ゆる の に 応 ジ で 、 次 弟 に 力 を 


加え て むら に な ら な いよ うに 最後 約 20 
分 程度 は 特に 力 を 入れ て も む 。 

この 工程 で 上 乾き に 注意 し な が ら も ま 
な いと 、 細 く 丸 く 長 い 形 に な ら な く な っ 
て し まい ます の で と て も 気 を 使う 作業 。 










⑳ 解き a。。 


横 ま くり の 際 に 出来 た 塊 を ほぐす も の で 、 最 後 の 横 まく り が 終わ れ ば 次 
第 に 力 を 騙 め 、 左 右 に 手早く 手 を 動か し 塊 を 解き ほぼ ぐ し て いく 。 


@ キ 上 げ os 


集 葉 を 助 過 か ら 取 り 出し 、 葉 を 冷や レ し 水分 を 均一 に する 。 こ の 間 に 茶 葉 の 
小さ な 塊 も 丁寧 に ほぐし て お く 。 水 分 量 は 投入 時 の 5 割 に 。 ま た 助 炭 面 の 
汚れ も 綺麗 に 拭き 取っ て お く 。 


余 補え (中 も み 、 も みり) 際 3o 


「 も みき り 」 と | 片手 まく り 」 と 呼ば れる も み 方 を 交互 に 行う が 、 片 手 ま く り は 
充分 に 力 を 入れ 一 行程 7 回 以上 行う 。 こ より 状 に 細長 く な っ て きた 茶葉 の 
方 向 を 揃え る よう に 注意 する こと 。 


手 も み 製法 は 、1738 年 に 宇治 田原 町 の 茶 農 だ っ た 永谷 宗 円 が 発 
も の で 、 従 来 の 茶 に 比べ 色 、 香 り 、 味 と も に 優良 だ っ た た め 全 国 に 広まり 、 
今日 の 宇治 茶 手 も み 製 法 に 発展 し まし た 。 

その 貴重 な 技 は 宇治 市 の 無形 文化 財 と し て 宇治 茶 製 法 技術 保存 協会 に 
よっ て 保存 され 受け 継が れ て いま す 。2001 年 に 
も み 技 術 保存 会 連絡 会 議 ] が 結成 され 、|「 宇治 茶 手 も み 製茶 技術 ] の 伝承 ・ 
保存 活動 は さら に 飛躍 し まし た 。2009 年 、 こ うし た 活動 内 容 が 京都 府 教育 


委員 会 か ら 認 め ら れ 、 京 都 府 指 定 無 形 民 俗 文化 財 に 指定 


字 沿 傘 余 の 伝統 と 祭 7 ぶ 
水谷 宗 円 の 革新 技法 を 今 


の と の み 


発 素 し た 


は 「 京 都 府 宇治 茶 製法 手 


され まし た 。 


る て ん ぐり に デ で こび < [ 約 20 分 ] 


形 と 香味 を よく する た め に 行う 工程 。 
葉 の 蒸れ と 上 乾き に 注意 し な が ら 
両手 で 茶 を 軽く も ち 上 げ る よう に 左 
右 交 互 に も む 。 丸 み を つけ る 感じ で 
最初 は 軽く 、 乾 燥 する に し た が っ て 力 
を 人 れ 開 く 。 





宇治 製法 だ け に 見 られ る 仕上 げ の 
工程 。 板 ずり 用 の 板 を は め 、 両 手 で 
葉 を 揃え な が ら 上 下 に 回 転 し 摩擦 し 
て 、 茶 の 形状 を 丸く 細く 伸ばし 色 艶 と 
香り を よく する 。 





最終 の 仕上 げ で 、 形 を 揃え な けれ ば いけ な い の で 
最も 気 を 使う 工程 で す 。 


散 燥 os 


も み 上 が っ た お 茶 を 、 助 誠に 薄く 広げ 、 時 々 返し な が らし っ か り 乾 燥 させ る 。 


告 上 が り 


高い 手 も み 技術 で 製茶 され た お 
緑色 を し て いる 。 


茶 は 、 一 本 一 本 が 細く 長く 、 艶 の ある 深い 


所 要 時 間 


約 4 時 間 (乾燥 を 除く ) 
いく つも の 工程 を 経て 、3 キ ロ あ っ た 生葉 が 手 も み に よっ て 600g に な り ま す 。 


お 茶 を も むと き は 、 い か に きれ いな 形 に 整え る か が 重要 に な り ま す 。 
お 茶 が 横 な ら 横 、 縦 な ら 縦 に 同じ 方 向 を 向く よう に も ん で いき ます 。 
そう する こと で 一 本 一 本 が 針 の よう に 細く 真っ 直ぐ な 形 に 整い ま 
す 。 現 在 で は 、 手 も み 製茶 は お 茶 の 品評 会 に 出す 際 に 行わ れる くら いで 、 ほ と ん 
ど が 機械 で の 製茶 に な っ て いま す が 、 全 自動 で は な く 、 次 の 工程 に 移る 判断 を 
する の は 今 も 人 間 の 感覚 で す 。 手 も み で 学ん だ 感覚 が 重要 に な っ て きま す 。 





に 伝え る 








2/ 


お 湯 の 温 度 に 気 を 配っ て / 


ゃ ゝ 二 た 5 
お いし い お 和 人 欠 の 次 れ 方 
自宅 て 気軽 に お いし い お 茶 が 溜 れ られ る 
フツ で 9 條 上 すす 。 


の つの つの 〇 つの 〇 の の つの 〇 ら つ ら 〇 O つ つの 〇 の O の 〇 O 〇 つら の つの O ら つ 〇 の 〇 つら の つの 〇 O 〇 つつ 〇 の つの 〇 の 〇 O ら の つの 〇 O 〇 の つの 〇 の の 〇 の O の の つの つ O 〇 O の の 〇 O の の 〇 つの つの 〇 つつ 〇 の の 〇 つの つの 〇 つの つ 〇 つら の つの 〇 の つの 〇 つの つの つの つの 〇 の の の PPP 











集 碗 に 抹茶 を 余 碗 に 、 湯 温 80 度 前 後 の お 湯 を 3 底 の 抹茶 を お 湯 に な じ む よう に ゆっ く 抹茶 の 表面 が クリ ー ム の よう に きめ 
集 し ゃ く で 2 杯 、 分 の 1 位 注ぐ 。 利 き 手 で は な い ほ う の り と 混ぜ な が ら 、 手 首 を 前 後に 振り 、 細か く 泡 だ て は 出来上がり 。 
約 1.7g 入 れる 。 手 で 茶碗 を 支え 、 利 き 手 の 人 差し 指 最後 に 表面 を 整え る よう に ゆっ くり 動 

と 中 指 と 親指 で 茶 先 を 握る 。 か し 、 静 か に 茶 先 を 引き 上 げ る 。 
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湯 温 60 度 一 70 度 の お 湯 を 湯 冷 まし 婦 須 に 茶葉 を 大 さじ 山盛り 2 杯 、10g 湯 冷 ま し し た 茶碗 の お 湯 を 急須 に 入 如 須 か ら 茶 碗 に 、 濃 さ が 均 一 に な る 


(マグ カッ プ 等 で も 可 ) か ら 急 須 に 移 (3 人 分 、1 人 の 場合 は 5g) 入 れる 。 れ 、 ふ た を せ ず に 茶葉 の 動き を 眺め よう に 回 し 注ぎ する 。2 了 煎 は お 湯 の 温 
し 、 さ ら に 茶碗 に 注ぎ 、40 度 一 60 度 る 。 お 湯 を 吸っ て うす 緑 に 変化 し た 1 度 を 上 げ て 待つ 時 間 を 短く する 。3 煎 
に 冷 ま す 。 ー ク 分 後 が 出し 頃 。 目 も 十分 お いし く 飲 め る 。 
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沸騰 し た お 湯 を 3 つの 茶碗 に 分 け て 婦 須 に 茶葉 を 大 さじ 山盛り 2 杯 、 湯 冷 ま し し た 茶碗 の お 湯 を 急須 に 入 濃 さ が 均一 に な る よう に 回 し 注ぎ す 


注ぎ 、70 度 一 80 度 に 冷 ま す (3 人 10g(1 人 の 場合 は 5g) 入れ る 。 れ 、 ふ た を し て 約 45 秒 一 1 分 で 茶葉 る 。 最 後 の 一 滴 ま で 絞り 切る 。2 勲 目 
分 ) 。 温 度 を さら に 下げ た い 場 合 は 玉 が 黄 緑 色 に 変化 し た 頃 が 出し 頃 。 以降 は お 湯 の 温 度 を 上 げ 待 つ 時 間 
露 の よう に 湯 冷 ま し を 使っ て 冷 ま す 。 を 短く し 、 最 後 ま で 絞り 切る 。 
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湯 の 温度 が 低い ほう が 、 渋 み ・ 苦 味 が 少な く 、 逆 に うま み 成分 (アミ ノ 酸 ) が 多く な り ます 。 
* 茶 葉 の 量 に は 好み が あり ます の で 、 ご 自身 の 好み の 量 を 見 つけ まし ょ う 。 
湯 は 、 ヤ カン で 沸騰 させ た 後 、3 分 一 5 分 置い て カル キ 臭 を 取り 除き ます 。 
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まる ご と コー ス 


目 動車 ・ サ イク リン グ 所 要 時 間 :6 時 間 


日 本 遺産 | 日 本 茶 800 年 の 歴史 散歩 ] を 

0 SW We ン 

雄大 な 茶畑 の 景観 と 歴史 的 名 所 の 数 々 が 
あな た の 人 生 に 新た な 彩り を 加え て くれ る に 
違い あり ませ ん 。 










水谷 宗 円 生 家 宇治 市 まち な か 見 学 
ュ 余計 明神 社 世界 中 産 「 平 等 院 ]「 補 治 上 神社 ] な どの 
F 名 所 旧跡 の ほか 、 茶 どこ ろ 宇 治 に ふさ わし 
日 本 緑茶 発祥 の 地 | 宇 治田 原 ] を 象徴 す い 飲 食 店 が た くさ ん あり ます 。 し ば し 車 を 離 


る 建物 で す 。 隣 接する 茶 宗 明神 社 は 茶 祖 れ て 自由 に 散策 を 。 





和束 茶 カ フェ で の 功績 を 称え 
自転 車 を レン タル 全国 の 茶 業 者 > 
か ら 崇 敬 を 集め ンー/ お 茶 の 香 り を パ 
NM 2 
て いま す 。 、 ほ の か に 局 じ ます ! 』 





向山 茶 畑 


ん Nw 
" 山 な り に 開 梱 され た 茶 
き 。 守 園 と 集落 が 織り な す 、 そ 


寺 傘 畑 

の 景観 は 雄大 その も の 。 原山 茶畑 と と も に 

原山 茶畑 が ある 和 東 町 和束 町 を 代表 する 

は 京都 府内 で 最も 茶 生 茶畑 群 。 天 に 駆け 

産 量 が 多く 京都 を 代表 上 る よう な その 景 

する 茶 生産 地 で す 。 観 は 京都 府 の 文 
化 的 景観 に 選定 さ > = 
れ て いま す 。 て 









6 国宝 の 五重塔 を は 
1 じ め 、 重 要 文 化 財 
の 文殊 堂 や 仏像 な 
ど 見 どこ ろ も 多く 、 
静寂 な 境内 は 心 を 
静か に 落ち 着 か せ 
で くれ ます 。 





時 代 劇 の ロケ 地 と し て 有名 な 「 流 れ 幕末 か ら 明 治 に か け て 茶 の 流通 の 一 大 拠点 と な っ た 


橋 。 そ の 両 岸 に 「 浜 茶 ] の 下 茶 問屋 街 。 現 在 で も 約 40 軒 の 茶 問屋 が 軒 を 連ね 沙 ち 彰 
園 群 が 広がり ます 。 いた 街 の 風情 が 卿 惑 を 誘い ます 。 
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宇治 の 歴史 を 気軽 に 
クル 衝 の ョ た ー< 


所 要 時 間 :4 時 間 


数 多く の 歴史 的 な 建造 物 、 

茶 ど ころ に ふさ わし い 茶 工房 や 飲食 店 な ど 、 

字 治 中 心 部 を 散策 する だ け で あっ と いう 間 に 
時 間 が 過ぎ て いき ます 。 

宇治 茶 の 帰 、 宇 治 の 風情 を 体感 し て くだ さい 。 





















| 中 国 ・ 明 の 時 代 欄 
式 の 伽藍 は 日 本 の 
一 般 的 な 仏教 寺 
蘭 還 院 と は 一 風 変 わ っ 
た 景観 で 、 中 国 風 
の 香り を 感じ る 寺 
院 で す 。 


正しい 道 電導 










両社 と も か わい い W 邊 
| ② さ ぎ il 】| 


宇 今 上 神社 





参道 の 琴 坂 は 、 隠 
れ た 紅葉 の スポ ッ ト 
で 、 宇 冶 十 二 景 の 
ーー つと し て 昔 か ら 
多く の 人 に 愛さ れ 
還 』 (いま す 。 


神社 建築 で は 日 本 最 古 の 社殿 が 見 どこ ろ 。 こ こ で 
は 、 名 水 「 桐 原水 ] を 波 ん で みて は 。 





」 登り 窯 の 横 に ある 
朝日 焼 作 陶 館 。1 


宇治 茶 の 振興 と 位 還 日 陶芸 体験 も ある 
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及 を 目的 に 作ら れ た 


す 。 初 心 者 の 方 で も 
気軽 に 安心 し て お 
点 前 を 楽し め ま す 。 


本 格 的 な 茶室 で 





還 の で 、 あ な た の オリ 
ジ ナ ル の 器 を 作っ 
て みよ う 。 


和束 町 の 茶畑 を 
と うく 


サイ クリ ング 所 要 時 間 :3 時 間 


弥 勤 磨崖仏 


所 原 の 茶畑 


京都 府 最 大 の 茶 生 産 の 地 、 和 東 。 
Rs 茶畑 が 連続 する 景観 を サイ クリ ング し な が ら 
余 畑 N 
和束 町 体験 し て み ま し ょ う 。 
ゆっ た り と 流れ る 時 間 が 
0 ラジ 作 WE な (ツク る すう 38 も 









JR 加茂 駅 か ら 
和束 山 の 家 バ ス 停 下車 






鎌倉 時 代 の 作 と され る 磨 
崖 仏 。 迫 力 あ る 岩肌 に 優 
し いま な ざし の 石仏 が 彫 ら 
fl で いる 。 








還 を 借り て さあ 、 出 発 ! 


エナ ニヤ 
石 寺 の 茶畑 
ゆっ くり と ペダ ル を 溝 ぎ な が 
ら 雄 大 な 景色 を お 楽し みく 
だ さい 。 






碁 決 な 
ジス ツリ ンク だ 
な り ま す よ 。 4 


% 
パ 





ッ 
oe 


天 空 カ フェ 

和束 町 の 街並み を 展望 、 ホ ッ と 一 
息 お 茶 が 飲め る スペ ー ス 。 ふ も と の 
和束 茶 カ フェ で 申し 込ん で くだ さい 。 





和束 山 の 家 バス 停 戻る 
JR 加茂 駅 へ 






91 
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木 澤 川 沿 y 過 
| と 2 生か ウー 


ウォ ー キ ング < 所要 時 間 :6 時 間 


新緑 の 季 野 な 5 、 不当 川 の さら めく 川面 を 眺め な が ら 
nm かすが す が し ざ は NN 変化 に 富ん だ 景観 を 楽し み ま し ょ う 。 
っ 和 を そい や が て 見 えて くる 田山 の 茶畑 に 


どこ か 懐か し い 心 の 政 郷 を 
時 e 2 あさ ev 4 ぐ の, の 











お う けつ ぐん 
穴 群 
水流 に よる 侵食 と いう 、 自 然 が つく る 不 
思 議 な 形 の ポッ ト ホ ー ル が た くさ ん 見 
られ ます 。 


後 醍醐 天皇 を 慕い 、 恋 い 焦 が 
れ 、| こん な に 苦し い 思 い を する 
の は 私 だ け で 十分 。 私 は 人 々 
の 守り 神 に な る ] と いっ て 自害 し た 姫 。 地 元 の 人 々 に 「 恋 志 谷 さん ] と 親しま に MM 原 折 2 富 困 
れ 、 恋 路 橋 を 渡っ て お 参り する と 願い が か な うと か 。 











大 正 8 年 に 建て られ た 発電 所 は 
レト ロ な レン カ 造 り で 「 全 国 の 建 
物 2000 棟 」 に も 選ば れ ま し た 。 


何 か 新 し い 


先見 が ある か も か 





2 リノ 
国 山 の 茶畑 愛 絵 峡 
JR 月 ヶ 瀬 口 駅 心 洗わ れる 茶畑 の 光景 に 、 き っ と 療 さ れる は ず 。 木津 川 と 名 張 川 が 音 も な く 交 わり 流れ だ す 夢 絞 峡 。 
静か で 緑 豊か な 景勝 地 で す 。 





P = 衝 = 
| | 1 こ 
電 | せ . TE TTFP Ii 
TH |] 『 [半井 1 PIT 
0 
ET の NR 
- 旧 間 還 = 1 
W 


大 阪 方 面 か ら 
大 山崎 JC 宇治 西 IC 下 車 


名 古屋 方 面 か ら 


宇治 東 IC 下 車 


奈良 方 面 か ら 
京 奈 和 自 動車 道 城陽 IC 下 車 国道 24 号 北上 





うう 


電車 で お 越し の 方 へ 


東京 

大 阪 
大 阪 国際 空港 
関西 国際 空港 
関西 国際 空港 
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英 並 凍 滞 江 


ーー ーー 


] | 


宇治 西 IC 


JR 奈良 線 快速 


の MI 


牛 』 


I 億 上 NN 6 
4 攻 





MI の LM 


の 8 日 黄 英 ほてい まつ り (2 月 と 8 月 を 除く 毎月 8 日 ) [黄葉 山 萬福 寺 」 学 治 市 
3 日 節分 祭 [ 学 治 神社 な ど ]」 各地 

11 日 東大 圭二 月 堂 竹 送り [大 御堂 観音 寺 」 京田 辺 市 

『 下旬 3 月 下旬 青谷 梅林 梅 ま つり 城陽 市 
中 和 介 一 休 寺 湿 英 会 [一 休 寺 」 京田 辺 市 

5 下旬 頃 茶 宗 明神 社 春期 大 祭 [ 茶 宗 明神 社 」 字 治 田原 町 
8 下旬 新茶 まつ り [京田 辺 市 券 人 福祉 セン ター 内 茶園 」 京田 辺 市 
2 日 ( 関 年 は 1 日 ) 宇治 新茶 八 十 八 夜 茶 摘 み の 集 い [ 茶 業 セン ター 茶園 ほか ] 学 治 市 
初旬 一 6 月 初旬 人 茶 摘 み 体 験 各地 

下旬 頃 全国 前 茶道 大 会 [ 黄 英 山 萬 福 寺 」 学 治 市 

ま 28 日 春 李 献 茶 祭 [ 石 清水 八幡 宮 ] 八幡 市 
上 旬 -9 月 下旬 宇治 川 の 鵜飼 い 学 治 市 

中 旬 や わた 太鼓 まつ り 八幡 市 

ド 同 地蔵 祭り [ 泉 槍 寺 ・ 法 蓮 寺 ] 木津 川 市 
中 旬 上 狐 の し ょ うら い 踊 り [山城 町 上 狐 ] 木津 川 市 

の 下旬 地蔵 盆 の と うろ う 張 り [湯屋 谷 区 ・ 長 福 寺 」 学 治田 原町 
! 上 旬 お茶 供 養 ま つり 柴 燈 大 護摩 供養 [ 藻 峰 山 金 胎 寺 ] 和 東 町 
第 1 日 曜日 宇治 茶 ま つり 学 治 市 

第 3 日 曜日 宇治 田原 ふる さと まつ り 字 治 田原 町 

同 城陽 茶 ま つり 城陽 市 

下旬 京田 辺 市 茶 ま つり 京田 辺 市 

下旬 一 11 月 初旬 国宝 五重塔 開 扉 と 文化 財 特 別 公開 [ 海 住 山寺 ] 木津 川 市 
下旬 11 月 初旬 源氏 ろ ま ん 宇治 十 帖 スタ ンプ ラリ ー 学 治 市 

27 日 秋季 献 茶 祭 [ 石 清水 八幡 宮 ] 八幡 市 
3 日 田山 花 踊 り [田山 地区 諏訪 神社 」 南山 城村 

5 日 献 茶 祭 [ 頻 神 社 ] 学 治 市 

初旬 茶 源 郷 まつ り [ 和 東 運動 公園 」 和 東 町 

23 日 (2 年 に 1 度 ) 菊 好 [ 新 殿 神 社 ] 精華 町 

の 23 日 むら 活き 生き まつ り [南山 城村 総合 グラ ウン ド ]」 南山 城村 
18 日 大 根 炊 き [ 海 住 山寺 ] 木津 川 市 


日 本 遺産 (Japan Heritage) 

地域 の 歴史 的 魅力 や 特色 を 通じ て 我が国 の 文化 ・ 伝 統 を 語る スト ー リ ー を 「 日 本 遺産 (Japan Heritage) 」 と し て 文化 庁 が 認定 
する も の で す 。 ス トー リー を 語る 上 で 欠か せな い 魅 力 溢れ る 有形 ・ 無 形 の 様々 な 文化 財 群 を 、 地 域 が 主体 と な っ て 総合 的 に 整備 ・ 
活用 し , 国内 だ け で な く 海 外 へ も 戦略 的 に 発信 し て いく こと に より 、 地 域 の 活性 化 を 図る こと を 目的 と し て いま す 。 


























JAPAN HERITAGE 


日 本 遺産 京都 府 の | 日 本 茶 800 年 の 歴史 散歩 ] は 平成 27 年 4 月 に 第 1 号 と し て 認定 され まし た 。 

















【 本 誌 に 関す る お 問い 合わ せ 】 

発行 者 宇治 茶 の 卿 づく り 協 議会 (事務 局 京都 府 山城 広域 振興 局 農林 商工 部 企画 調整 室 ) 
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